
でんちdeチャージ 3×4（スリー・フォー）をお買い上げ
いただきましてありがとうございます。本取扱説明書を
よくお読みになり、正しくご使用ください。取扱説明書
は大切に保管し、いつでも参照できるようにしてください。

●携帯電話機の電池切れを待つ必要がなく、いつでも使える
　過充電防止付電源＆急速充電器です。
●使用乾電池は、単3形アルカリ乾電池４本。携帯電話機の電
　池が切れた状態から使用し、最長約4時間通話することがで
　きます(F2102V、当社実測値)。
●本製品は、新品の乾電池を入れて、連続2時間の充電を2回
　できる能力を持っています。
※携帯電話機の機種や電池パックの消耗状態により異なります。

●過充電防止回路、ショート時保護回路搭載。

警  告

特長

使用方法

使用上の注意

●指定乾電池以外は使用できません。
単3形アルカリ乾電池以外の電源では絶対に使用しないで
ください。充電式の単3形電池も使用できません。

●充電器として使用する場合、連続2時間以上は
　使用しないでください。

●分解、改造などは絶対に行わないでください。
それらに起因する故障、トラブルに関しましては、当社では
一切の責任を負いかねます。

●ほとんどの携帯電話機では、電池切れから接続して即通話可能
　ですが、一部動作が安定しない機種もありますので、接続後5分
　待ってから携帯電話機の電源を入れてください。
●一部充電表示が出ない携帯電話機があります。
●三菱製携帯電話機で使用中、画面に「！」マークが出ましたら、
　電話機に充電中の表示が出ていましても電話機からはずし、充
　電を中止してください。電池の能力が不足していますので、新
　品の乾電池に交換して再度充電してください。
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●安全にご使用いただくため、携帯電話機の電源を切ってください。
●キャップを開いてコネクターを電話機の充電用端子に差し込みます。
●W-CDMAのコネクタは小さくて抜け落ちやすいため、充電しな
　がら電話機を使用する場合は、必ず充電器も手でしっかり保持して
　ください。

↑一部の機種
は充電用端子
が側面にあり
ますのでご注
意ください

本製品を接続しながら携帯電話機を使用する
場合は、落下を防ぐために手でしっかり保持
してください。

●本体ケースの裏側、PUSHの部分を押し込みな
　がら電池蓋を押してはずします。
●単3形アルカリ乾電池4本を本体ケース内の刻
　印に従って＋、ーの極性を間違えないように注
　意して入れ、電池蓋を戻します。
※乾電池は必ず４本とも新品で同銘柄の物をご使
　用ください。

乾電池の交換方法
本
体
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TEL-CHR12FM

携帯電話用充電器
W-CDMA& 専用

携帯電話機の電池切れから最長約4時間通話できる能力を持
ちますが、通話や送信などをせず、充電器として使用しますと、
約2時間で電池パックがほぼ満充電に達します。１回満充電さ
せた乾電池はまだ十分に充電能力が残っています。携帯電話
機の機種や電池パックの状態によって異なりますが、2回まで
充電することができます。ただし、長くても2時間を経過しま
したら、必ず携帯電話機からはずしてください。一部の電話
機では、接続したまま放置しますと、満充電となった電池パッ
クが放電してしまうことがあります。
※機種により2回目の充電では満充電に至らない場合があります。
※充電に要する時間は、2回目は1回目に比べて長くなります。

部分的に大きな力がかかりますと、接触不良を起こしたりト
ラブルの原因となります。

長時間充電しても電話機の電池レベルが上がらない場合は
一度電話機の電源を切り再度立ち上げてご確認ください。

メールなどデータ通信を行いますと、通常の通話に比べて
使用できる時間が短くなることがあります。またデータ通信
中、電話機の電源が切れ、新品の乾電池に交換して本製品を
使用しても電話機の電源が入らない場合は電話機付属の充
電器を使用してください。

電源ボタンを長押しして画面が立ち上がらない状態まで
電池パックを消費した携帯電話機は、本製品では充電でき
ない場合があります。そのような時は、電話機付属の充電
器をご使用ください。

●ポケットやバッグの中に入れたまま使用しない
　でください。

●充電状態は電話機でご確認ください。

●データ通信では、乾電池の消費量が大きくなる
　ことがあります

●電池パックが「完全放電」状態では使用できない
　こともあります。

●電話機の電池パックは必ず装着してご使用ください。
　はずして使用しますと、電話機を破損する危険があります。


